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	1. ST11:応用問題：リプロダクティブ・ライツをめぐって
リプロダクティブ・ライツとは？
アメリカと妊娠中絶
プロライフvs.プロチョイス
胎児はいつから人間になるのか
中絶はなぜ選択の問題であるべきなのか
まとめ
社会思想(SocialThought,TCUE2023)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. 伝統的な結婚は、性愛規範に基づき異性愛カップルだけを承認・支援しているという点
において差別的である。
フェミニズムの多くは、同性愛カップルの結婚の自由を尊重しながらも、伝統的な結婚
から距離をとって事実婚を採用してきた。
E.ブレイクは、同性愛カップルも含めた多様なケア関係を包摂する、それゆえにこのケ
ア関係を可能にする程度の＜最小の結婚＞に改革するべきと主張する。
国家の役割は、生殖や恋愛関係と紐付いた理想的な家族像だけを支援するのではなく、
ポリガミー（複数恋愛）も含めた多様な人間関係を支援するべきである
e.g.フランスのパックス（Lepactecivildesolidarité）:非婚カップル保護制度
ST11:前回の復習
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. ブレイクの議論構造
現代は多様な生き方やライフスタイルに溢れている
-誰かと人生の一部を共有してパートナー関係を結ぶ理由は多様であり、異性愛カップル
が子供を作って生涯を添い遂げるというのは生き方の一つにすぎない
国家による政治的権力は、どんな生き方の人でも納得できる理由で正当化されなけれな
らない
-特定の生き方に基づくパートナー関係を支援するのではなく、あらゆるパートナー関係
にあるひとが納得できる理由で支援するべきである
-パートナー関係を結ぶのは、人間はその脆弱性ゆえに他者に依存さざるをえないという
ケア関係を必要とするから。これはどんなひとも納得できる理由である。
国家は、成人同士のあらゆるケア関係に結婚としての(1)公的な承認、(2)最小限の支援
を行うべきである
ST11:ブレイクの最小の結婚
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. 恋愛関係のない結婚？
男性：ADHD 女性：アスペルガー症候群
障碍を通じて信頼し合い互いの脆弱性を受け入れて助け合って暮らしている
恋愛関係や肉体関係はない
異性愛カップルとして結婚した
-上記の当事者は表向きは異性愛カップルではあるが、生殖という観点からすれば同性愛カッ
プルと違いがないように思える。
-では、あなたはこのカップルの結婚のあり方にどのような直観をもつだろうか。
ST11:具体的なケース
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. 避妊や妊娠中絶をめぐる女性の権利もまた、フェミニズム第2派から引き継がれる重要な
論点である。これらの自由は、「性と生殖に関する健康と権利」（リプロダクティブ・
ライツ）として知られている。
一方で妊娠中絶は、保守派による中絶反対運動が成功してバックラッシュが引き起こっ
ている。有名なものとして2022年中絶の権利を認めないアメリカ最高裁判決。この運動
は、表向きはカトリックなどの宗教的な教義に裏付けられるが、実際にはより一般的な
家父長制や性愛規範から理解するべきである。
実際に（宗教的な影響が比較的に少ない）日本でも避妊や妊娠中絶をめぐる女性の選択
を制限する保守的な言説が強く、中絶の配偶者同意問題や経口妊娠中絶薬未承認、緊急
避妊薬の薬局販売未承認などで大きく遅れを取っている。
今日のタスク
(1)アメリカの妊娠中絶論争の背景、(2)中絶はなぜ選択の問題であるべきなのか
ST11:今日のタスクなど
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. 性と生殖に関する健康と権利
(SRHR:SexualandReproductiveHealthandRights)
1994年エジプトでの国際人口開発会議で性と生殖に関わる女性の自由やそのためのエン
パワーメント推進を目的として採択される。
いわゆる＜リプロダクティブ・ライツ＞
e.g.中絶や避妊の権利、中絶を強制されない権利、性に関する教育を受ける権利
サハラ以南のアフリカ地域や南アジア地域など途上国における妊産婦死亡率の削減、女
性器切除などの慣行からの保護の他、上記の諸権利の普遍的なアクセス
先進国においても避妊や妊娠中絶をめぐる女性の選択やそのハードルの高さは大きな論
点であり、後述するアメリカ最高裁判決も決して対岸の火事ではない
ST11:リプロダクティブ・ライツとは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. アメリカでの妊娠中絶の是非
プロライフ（中絶反対）≒「共和党」支持者
e.g.保守層、カトリック、プロテスタント福音派
プロチョイス（中絶賛成）≒「民主党」支持者
e.g.都会住みのエスタブリッシュメント、黒人や移民、セクシャルマイノリティ
2022年6月24日アメリカ連邦最高裁：ドブス対ジャクソン女性健康機構事件
憲法上の＜中絶の権利＞を確認した「ロー対ウェイド事件」判決(1973年)を覆す
→中絶が合法かどうかは各州の判断。実際に約半数の州で違法となる見込み。
ST11:アメリカと妊娠中絶
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. Roev.Wade(1973年)
未婚の妊娠女性や中絶手術を行い逮捕された医師
中絶手術を禁止したテキサス州法が違憲。中絶は憲法が保障する権利である。
テキサス州ダラス郡ヘンリー・ウェイド地方検事
生命は受胎の瞬間に始まる。州は中絶を禁止することによってそのような生命を保護す
る権利を有する。
最高裁の多数派意見
(1)胎児が生命を保護する権利を有するかは判断できない
(2)中絶の権利は個人の＜プライバシー権＞に含まれる
(3)胎児が母体外で生存可能になるまではその中絶が認められる
ST11:ロー対ウェイド事件(Roev.Wade)判決とは
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. (1)中絶は殺人である
(2)国家は殺人を禁止するべきである
(3)よって国家は中絶を禁止するべきである
ST11:プロライフの主張
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. 胎児はいつから権利を有するのか？
中絶が殺人であるためには人間として＜生命や身体に対する権利＞がなければならな
い。では胎児は受胎後のどの時点で人間としての権利を有するのか？
受胎の瞬間から胎児は人間であると（宗教的な教義に依拠することなく）主張するのは
無理がある
そうするとRoev.Wadeの「母体外で生存可能」のような権利主体として資格を特定する
必要になるがその根拠は不鮮明
e.g.日本22週未満、アメリカ22～24週など国や州によってばらつき
一定期間の胎児と重度の障碍者を包摂する（場合によっては大型動物を排除する）資格
を特定するのは意外と難しい（cf.動物の権利）
ST11:中絶は殺人であるのか？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. (1)中絶は選択の問題である
(2)国家は個人の選択に干渉するべきでない
(3)よって国家は中絶を禁止するべきでない
ST11:プロチョイスの主張
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. 国家は個人のプライベートな事柄に干渉するべきではないから
避妊や妊娠中絶は、女性の身体などプライベートな領域に関わる。国家が社会全体の利
益のために女性の選択に介入することは、このプライベートな領域を尊重していないこ
とになる。
実際に多くの先進国で20世紀まで優生思想に基づく強制的な不妊手術（断種）や中絶が
行われていた。例えば日本でも国民優生法で同意なしの断種が行われた。
＜優生思想＞とは？
-特定の人間的性質を付加あるいは排除するように医学的に働きかけることを目指す思想
や科学一般を出す
-人類をより良い集団にするという思想が、ユダヤ人や黒人、障碍者など社会のなかで脆
弱である集団に遺伝子上の欠陥があるというバイアスを生み出してきた。
ST11:中絶は選択の問題なのか？(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. 中絶の選択は女性が自律的に生きるための条件であるから
女性は、家父長制や性愛規範など性的同意を曖昧にする社会構造のなかで暮らしてい
る。それにもかかわらず、妊娠出産・子育ては、多くの場合に、女性に対して肉体的
な・経済的な負担を課す。
仮に女性に中絶をする選択肢がなかったり、その選択肢をとることにハードルが高い場
合、経済的依存やDVなどの抑圧関係から抜け出せず、さらには自分の人生設計を自律的
に選択することができない。
例えば、妊娠の時期を選べる女性は高校卒業後に大学に進学する可能性が高く、就職後
により高い賃金を得る可能性が高い
(逆に言えば、避妊や妊娠出産について女性の選択を制限することは、男性優位の社会構
造を維持するために極めて効果的である)
ST11:中絶は選択の問題なのか？(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. リプロダクティブ・ライツとして一括りにされるように、避妊や妊娠中絶、子育てな
ど、性や生殖に関わる論点はすべて陸続きである。そのことを踏まえて、フェミニズム
と保守主義の政治的闘争を理解した方がよい。
典型的なリベラル（・フェミニズム）は、国家は（社会全体の利益のためになるからと
いって）個人の選択に干渉するべきではないと主張してきた。
-国家がどの程度まで個人の選択に干渉するべきではないのかは難しい問題である
フェミニズムは、性や生殖の問題は国家が干渉するべき事柄ではないと主張だけでな
く、抑圧的な社会にとって性や生殖についての女性の選択を尊重したりそのハードルを
下げることは女性の自律的な生のために重要であると主張する。
ST11:まとめ
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	15. ST12:認識的不正義(1)
ST10:次回
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
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